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こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
在
の
協
議
状
況
、
ま

た
、
譲
与
に
至
ら
な
い
問
題
点
は
何
か
。

　
　
こ
の
埋
立
地
は
、
旧
有
明
町
が
島
原
地
域
広

域
市
町
村
圏
組
合
の
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
地
と

し
て
公
有
水
面
の
埋
め
立
て
を
行
い
、
平
成
三
年

の
埋
め
立
て
完
了
後
、
背
後
地
は
当
時
の
大
三
東

漁
協
に
漁
港
施
設
と
し
て
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
旧
有
明
町
で
は
、
十
四
年
か

ら
有
明
漁
協
と
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
合
併
前
の
十
七
年
十
二
月
に

旧
有
明
町
議
会
に
お
い
て
有
明
漁
協
に
対
し
無
償

譲
渡
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
て
い
る
。
新
市
に
お

い
て
議
決
を
基
本
と
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

無
償
譲
渡
に
伴
う
諸
条
件
の
整
備
が
ま
と
ま
ら
ず
、

譲
渡
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
市
と
し
て
の
利
用
展
望
は
な
い
の
か
。
ま
た
、

現
在
の
管
理
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
埋
立
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
漁
協
が

漁
港
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
経
緯
が
あ
り
、
現
在
も
埋
立
地
の
一
部

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
管
理
に
つ
い
て
も
、

漁
協
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
防
犯

対
策
、
あ
る
い
は
環
境
保
全
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
市
内
で
離
着
陸
が
可
能
な
場
所
は
ど
こ
か
。

　
　
市
内
に
十
七
カ
所
あ
り
、
有
明
地
区
で
は
有

明
の
森
運
動
公
園
を
初
め
四
カ
所
、
三
会
地
区
は

三
会
ふ
れ
あ
い
広
場
の
一
カ
所
、
杉
谷
地
区
は
杉

谷
運
動
公
園
を
初
め
五
カ
所
、
森
岳
地
区
は
島
原

工
業
高
校
の
一
カ
所
、
霊
丘
地
区
は
陸
上
競
技
場

の
一
カ
所
、
白
山
地
区
は
第
二
中
学
校
を
初
め
二

カ
所
、
安
中
地
区
は
船
泊
ヘ
リ
離
着
陸
場
を
初
め

三
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
有
明
地
区
の
大
野
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し

て
、
再
度
、
離
着
陸
場
所
に
指
定
で
き
な
い
か
。

　
　
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
要
領
に
よ
る
と
、
離

着
陸
時
の
安
全
確
保
は
消
防
機
関
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
整
備
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。

　
　
敬
老
祝
い
と
し
て
入
浴
券
を
配
布
し
て
い
る

が
、
短
期
間
で
は
利
用
で
き
る
人
が
少
な
い
。
も

っ
と
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
期
間
延

長
と
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
等
で
も
利
用
が
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
慎
重
に
検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
財
政
基
盤
の
強
化
と
健
全
財
政
へ
の
取
り
組

み
や
効
果
に
つ
い
て
、
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
経
常
経
費
は

十
九
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
の
四
カ
年
で
約
三
億

四
千
九
百
万
円
の
削
減
、
及
び
市
単
独
補
助
金
の

約
十
％
、
三
千
四
百
七
十
万
円
を
削
減
す
る
と
と

も
に
、
職
員
数
も
合
併
後
十
年
間
で
削
減
目
標
四

十
三
人
に
対
し
、
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
で

二
十
四
人
、
達
成
率
に
し
て
五
十
五
・
八
％
の
削

減
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
九
年
度
か
ら
三
カ

年
で
市
債
、
約
三
億
六
千
万
円
の
繰
り
上
げ
償
還

を
実
施
し
、
約
九
千
万
円
の
支
払
い
利
息
の
削
減

を
行
う
と
と
も
に
、
毎
年
の
新
規
発
行
額
を
元
金

償
還
額
以
下
に
抑
え
る
こ
と
で
地
方
債
残
高
の
削

減
を
図
っ
て
い
る
。
歳
入
増
加
対
策
と
し
て
は
、

法
務
専
門
員
の
活
用
に
よ
る
各
種
未
収
金
の
収
納

対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
有
財
産
の
有
効

活
用
と
し
て
オ
ラ
レ
島
原
の
誘
致
な
ど
に
よ
る
収

入
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
優
先
す
べ
き
七
つ
の
事
業
、
①
火
葬
場
建
設

事
業
、
②
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
、
③

地
籍
調
査
事
業
、
④
新
庁
舎
建
設
事
業
、
⑤
防
災

行
政
無
線
整
備
事
業
、
⑥
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
、
⑦
下
水
道
・
浄
化
槽
設
置
事
業
の

進
捗
状
況
と
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
①
完
了
し
て
い
る
。
②
主
要
公
共
施
設
で
の

環
境
整
備
を
行
い
、
庁
内
情
報
の
共
有
化
や
事
務

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
の
各
種
行
政
情
報
の
積
極
的
な
公
開
を
進
め
て

き
た
が
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
し
た
市

民
と
行
政
間
の
情
報
交
換
や
各
種
申
請
、
届
け
な

ど
、
電
子
自
治
体
の
推
進
に
向
け
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。
③
本
年
度
か
ら
着
手
し
て
い

る
。
④
今
後
、
懇
話
会
の
提
言
や
議
会
の
意
見
を

尊
重
し
な
が
ら
、
合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
期

間
内
の
完
成
を
目
指
す
。
⑤
老
朽
化
し
た
機
器
の

更
新
が
必
要
で
あ
り
、
国
の
防
災
情
報
の
発
信
に

対
応
す
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
と
あ
わ
せ
親
局
と
屋

外
子
局
の
整
備
も
順
次
進
め
て
い
く
。
⑥
⑦
設
置

場
所
や
処
理
方
法
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
合
併
特
例
債
の
活
用
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　
現
在
の
借
入
額
が
約
十
八
億
円
、
二
十
二
年

度
で
約
十
億
円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
。

二
十
七
年
度
ま
で
に
一
小
、
三
小
校
舎
の
改
築
な

ど
、
市
勢
振
興
計
画
に
掲
上
し
て
い
る
事
業
な
ど

を
初
め
、
各
種
事
業
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
観
光
行
政
に
つ
い
て

　
◇
Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス)

　
　
対
策
に
つ
い
て

QQ A

Q AA

QAQA

QQQ AAA

議員

議員

合
併
後
の
検
証
と
評
価

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て

敬
老
祝
い･

入
浴
券
に
つ
い
て

　
大
三
東
漁
港
埋
立
地
（
有

明
）に
つ
い
て
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